
西牟田校区コミュニティ協議会 意見交換会報告書 
開催日時 令和元年１２月４日（水）９時半～１１時半 

開催場所 寛元寺公民館 

参加人数  １１ 人（コミュニティ協議会役員） 

内  容 
西牟田校区コミュニティ協議会では、令和元年８月、西牟田校区の方を対象に校区や地域活動の現状に関するアンケート調査を１５０名

の方を対象に実施しました。その結果をもとに、校区の特徴や抱える課題を明確化・共有化するための意見交換会を実施しました。 

アンケート結果から伺える特徴的な部分や、西牟田校区コミュニティ協議会が重点的な取り組みとして掲げている、子育て世代関連、地

域の世代間交流、健康増進関係、防災に関することについて話し合いました。そのなかで出された意見の一部を紹介します。 

 

・校区で満足している点において、半数近くの人が「お店が近くにあり、生活しやすい」「治安が良く、安心して住める」を選択している。 

・協議会の存在や活動内容について、もっと周知をすべきではないか。 

・地域活動に参加していない人は、「仕事や子育てなどで忙しく時間がない」を選択している。 

・地域の役員の困りごととして、高齢化やなり手不足、参加者が少ないことが挙げられている。 

・連絡手段がメールやＳＮＳなどになり、顔が見えなくなったことにより話す機会が減少していると感じる。 

・地域課題の解決には「地域住民と行政が対等な立場でお互いに協力する」という選択が一番選ばれているが、 

実際に活動している人は少ないと感じる。実際に行動に移すための対策ができないか。 

・未就学児の親世代と地域との関係が薄い。関わりをもつためになにかできないか。 

・地域で取り組むべき課題について、「子育て支援関係」の選択が多いが、具体的にどんな支援が求められているのか。 

・子育てサロンは子育ての悩み相談の場でもある。もっと周知し、来やすいようにしたい。 

・地域課題の多くは、地域のつながりがあればカバーできる。隣近所のつながりを深めることが重要。 

 

など、様々な角度から意見が出されました。 

今回の意見交換会で出た意見については、西牟田校区コミュニティ協議会で対応できる部分 

などを検討し、令和２年度以降のコミュニティ事業へ反映するなど取り組みをすすめていく 

予定です。 

 

 

 
 

役員一人ひとりがアンケート結果を 

真剣に分析し、意見を出し合いました 
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